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はじめに
今日では世界の研究者の問で鉄と生物生
産との関連が重要視されているが、 19 7 
5年以前では鉄に限らず海水中の信頼出来
る重金属値を得ることが極めて困難であり、
生物と重金属の関連の研究はまだまだ先の
研究課題であった。従って、今日に至るま
でには幾多の苦労があり、世界中で多くの
研究者がまず重金属の分析法の開発に努力
してきた結果、今日に至ったのだ。昔重金
属を研究された方はほとんど退職されてし
まったので、過去の苦労を知っている私が
1, 9 9 5年頃までの水圏における重金属
の状況に触れておくことにする。今後若い
研究者の参考になれば幸いです。
1 9 7 5年以前の重金属の測定と分析値
当時、微量金属と生物とのつながり等に
ついては、ほとんど研究されていなかった。
海洋でのこれらの濃度は極めて低かったが、
当時は分光光度計か原子吸光光度計（無炎
でない）で測定するしか方法がなかったた
め、抽出、濃縮等を駆使して、信頼出来る
値をだすことがまず先決だ、ったからである。
採水から濃縮までに汚染を受けたが、当時
は採水器から重金属が溶出することにより、
試水が汚染されても分からなかったし、鋼
鉄ワイヤーからの汚染も明らかでなかった
こともあり、現在よりも 10-1000倍
も高い値であった。河川については海洋ほ
ど低濃度ではなかったので、海洋での値よ
りは信頼d性は高かった。
1 9 7 0年初期、水俣湾の水銀汚染があ
ったにもかかわらず、水圏の水銀の分析値
12 
に信頼性がなかったため、恩師の西村雅吉
教授（現北大名誉教授）が私に水圏の水銀
の正しい分析方法を確立しなさいといわれ
た。当時正しい分析値を出せなかった理由
は濃縮時の汚染を防げなかったからである。
開発まで2年ほどかかったが、私は銀や金
粒子による金属状水銀の濃縮、原子吸光光
度法による無汚染、高感度分析法を開発し
た（西村ら 1975）。この方法により海洋
(Matsunaga et al.197 5）、河川（Matsunaga197 6) 
等の水銀の値を報告したが、信頼性は高か
った。信頼性の高い値が得られたので、魚
と水中の水銀濃度の関連も研究した
(Matsunaga 197 5）。
その後、重金属の高濃度分析法として
ASV（アノーディックストリッピングボタ
ンメトリー）、無炎原子吸光光度計の進歩に
より、さらにクリーンルームが研究室に設
置され始めたことに伴い、 1 9 7 5年以後
の重金属のデーターは、海洋といえども信
頼の高い値が報告されるようになった。
私事になるが、亜鉛とか鉛は比較的汚染
を受けやすいため、海水中のこれらの分析
は困難であったが、カドミウムはほとんど
汚染を受けないため、 CdとP04との相関
等について報告をした（Abeand Matsunaga 
1988）。分析値の信頼性が高くなったので、
プランクトンとの関係についても研究を行
なった（Abeet al. 1990）。
鉄についても、海洋での正しい値を得る
ことは困難であったが、河川水中のデータ
ーはかなり報告されており、特に腐植物質
との関連はPerdueet al. (1976）の研究が優れ


